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【主な研究成果】
開発中の高濃度窒素過飽和固溶処理（Massive Nitrogen Supersaturation）の特徴は、窒化物を生成する温度以下で、軽金属中に固溶限界をはるかにこえる高濃度窒素を導入することで、軽金属・合金を含む多くの金属・合金の初期の結晶構造をナノ構造化できる点にある。本年度は、主として、軽金属・合金を成形加工する金型への適用を行い、冷間での成形能を大きく向上できることを実証した。また波及効果として、同一のプロセスで高濃度炭素過飽和固溶所（Massive Carbon Supersaturation）も開発し、チタン・チタン合金の焼付きフリー鍛造の可能性を確認した。

【今後の展望】
MNSおよびMCS処理の特徴を明らかにしながら、軽金属への適用、軽金属成形加工用金型の高度化を目指し、基礎的な研究を進めるとともに、北陸地域・名古屋地域・東日本地域の企業との連携を深め、本技術の実用化を実証する。

【具体的な成果】
　●論文　T. Aizawa, T. Funazuka, T. Shiratori, Nanomaterials 2024; 14, 363, pp.1-14.
　●学会発表　相澤龍彦、日本塑性加工学会連合講演会論文集　2023； pp. 41-42.
　●国際会議発表 
T. Aizawa, K. Fuchiwaki, Proc. ICTP2023 (Canne, France) 2023; 4: pp. 81-88.
　●招待講演
　　　T. Aizawa, 11th Basic Science International Conference 2023 (BaSIC 2023) (Malang, Indonesia; July 17-18th, 2023).
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